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平成２７年度第１学期 

履修登録の有無にかかわらず、多くの学生、教職員の方の聴講を歓迎いたします 

第9回講義 

地域の発展と科学技術 

神戸市企画調整局 医療産業都市・企業誘致本部 
担当部長（科学技術担当） 

稲田 剛毅 氏 

稲田先生からのメッセージ 

 我が国の地域科学技術施策の変遷及び諸外国における科学技術クラスターの状況について

ご紹介するとともに、我が国の新興の研究開発クラスターに関するケーススタディーとして、神戸

市医療産業都市を取り上げ、自治体から見た科学技術政策について考察を行います。       

 様々な地域振興策、地域おこしが存在する中で、研究開発を選択する意義、 リスク要因や

成功するための要件のみならず、意外と泥臭いサポートの重要性等議論していきたいと思います。 

 

稲田 剛毅 先生 
 １９９２年、東京大学農学部獣医学科卒業後、科学技

術庁（現、文部科学省）入庁。ライフサイエンス、海洋

開発、原子力研究開発、初等中等教育等の分野の行政に

も従事されるとともに、在インド日本国大使館では科学

技術外交も経験されました。その後、文部科学省で研究

振興のとりまとめ担当を経て現職。神戸市で科学技術に

よる地域振興に従事。 


